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戦略first 
Step仕上げ

横浜ＤＸ戦略の推進について

重要な変更等については、
適宜市会にご報告

・令和６年度は、「横浜ＤＸ戦略」の３Quarterとして、
戦略に基づく成果の創出とそれを実感していただく段階としています。

・取組の推進状況は、ＤＸポータルサイト「横浜DIGITAL窓口」で随時発信しています。

戦略の最新状況については、
DXポータルサイトにおいて

タイムリーに発信！

政策経営・総務・財政委員会

配 付 資 料

令 和 ６ 年 ９ 月 1 7 日

デ ジ タ ル 統 括 本 部

1令和５年９月開設

ＤＸポータルサイト

戦略推進
＆発信

成果創出
＆実感



❺ 発信と革新の連鎖

オンライン手続ナビ

“時間をお返しする”
オンライン手続の体験促進

横浜ＤＸ見える化
プロジェクト

Yokohama DX Park

横浜ＤＸの体験・交流空間
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ＤＸポータルサイト「横浜DIGITAL窓口」

「横浜DIGITAL窓口」の３つのコンテンツ

① 横浜ＤＸ見える化プロジェクト：戦略の進捗をデータやグラフで見える化
② オンライン手続ナビ：市民の皆様の利用頻度が高いオンライン手続を御案内し、体験を誘導・促進
③ Yokohama DX Park：世代を超えて、横浜ＤＸを体験・交流していただける、Web上の広場空間

https://digital.city.yokohama.lg.jp
「横浜 DIGITAL 窓口」URL：

横浜ＤＸ戦略の進捗を
データやグラフで見える化

DXポータルサイト
TOPページ



① コックピット

③ 令和５年度の取組状況
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PC版画面

② ダッシュボード

① コックピット 【１層】：戦略の主要取組を一覧で俯瞰できる
② ダッシュボード 【２層】：数字・ビジュアルで各主要取組の現状を発信する
③ 令和５年度の取組状況【３層】：戦略の全54の目標について実績を示す

横浜ＤＸ見える化プロジェクトの構成
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https://digital.city.yokohama.lg.jp/dx-strategy/


2横浜DX見える化プロジェクト

・ のアイコンは「皆さんに時間をお返しした取組」を表します。

・ 青色の進捗バーは、令和４、５年度の実績を表します。

・ 青から赤への進捗バーは、令和６年度に進捗中の取組を表します。

主要取組・コックピット
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こちらをクリックすると、
ダッシュボードのページ
に移動します（資料上は
次ページ）。



取組１

上位100手続オンライン化

・手続のオンライン化による時短効果や、手続オンライン化の取組状況をお示ししています。
・令和４、５年度にオンライン化した手続により、１申請あたりで、約55～75分の時間をお返ししました。
・上位100手続では、令和５年度に約800万件ものオンライン手続が利用され（前年比約70万件増）
新たに約47万時間をお返ししました。

重点方針１ 上位100手続オンライン化
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取組２

デジタルを活かした新しい働き方の実現
重点方針２ デジタルを活用した新たな働き方の実現

・場所を選ばず組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」について、

令和５年度に「区役所統合ファイルサーバー導入」や「モバイルアクセス環境整備」を完了し、

Microsoft 365のプレ運用を行いました。

・今後、先行ユーザー（職員）の声を反映した、より使いやすい環境を実現していきます。
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こちらをクリックすると、詳細
ページに移動します（次ページ)。



取組２

デジタルを活かした新しい働き方の実現
重点方針２ デジタルを活用した新たな働き方の実現
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取組３

デジタル区役所推進と地域の担い手支援
重点方針３ デジタル区役所推進と地域の担い手支援

・デジタル区役所モデル区：西区・港南区において現場目線・プロジェクトチームで22の実証に取り組みました。
マイナンバーカード等を活用した申請書自動作成では申請書作成時間約56％の減、
手続を説明する動画の作成・活用では手続説明時間約66％の減を達成しました。
モデル区での実証を踏まえ、18区への横展開を進めています。
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取組３

デジタル区役所推進と地域の担い手支援
重点方針３ デジタル区役所推進と地域の担い手支援

・消防団支援アプリの導入：全18消防団で安定運用。令和６年４月～６月の報告書処理で計982時間の削減に成功し
ています。９割が問題なくアプリを利用、７割がサポート無しでも利用できています。

・デジタルデバイド対策：利用者の活用スキル向上のため、総務省事業を活用し、市内で549回のスマートフォン
講習会を実施しました。
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取組４

ＤＸ推進体制の強化
重点方針４ リーディングプロジェクトの推進

・子育て分野では、令和６年７月に子育て応援アプリ「パマトコ」WEB版をリリースしました。

・子育てに関する情報・機能を一つのアプリに集約することで、子育ての負担を軽減していきます。
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取組４

ＤＸ推進体制の強化
重点方針４ リーディングプロジェクトの推進

・教育分野では、令和６年６月に「横浜St☆dy Navi」の利用を開始しました。

・防災分野では、令和６年５月に「避難確保計画作成支援システム」を本格導入しました。
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取組４

ＤＸ推進体制の強化
重点方針５ ＤＸ推進体制の強化

・各区局支援の取組であるＤＸ相談件数は、令和４年度130件から令和５年度379件と大幅増となりました。

・令和５年９月から始動したデジタル研修基盤「デジタル・デザイン・アカデミア」は、令和５年度末時点で

74講座、延べ2,946人が受講しています。
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取組５

創発・共創によるＤＸ推進 重点方針６ 創発・共創によるＤＸ推進

・YOKOHAMA Hack!は、会員数834人、ソリューション提案等に参画している企業数延べ433グループ

となっています。

・公表した行政課題のカテゴリ総数は21件となっており、創発・共創の取組が広がっています。
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こちらをクリックすると、
詳細ページに移動します
（代表事例は次ページ）。



重点方針５重点方針６重点方針６取組５
創発・共創によるＤＸ推進 重点方針６ 創発・共創によるＤＸ推進
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取組６

住民情報系システム標準化
重点方針７ 住民情報系システム標準化

・先行９業務（住民記録、印鑑登録、戸籍、戸籍の附票、選挙、固定資産税、個人住民税、法人住民税、

軽自動車税）については、令和７年度末までに移行する計画を策定し、順次移行作業に着手しています。

・期限までの移行が困難な11業務（児童手当、障害者福祉、介護保険など）については、

過渡期対応も含めた効果的な移行に向けて、検討を進めています。
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こちらをクリックすると、
説明ページに移動します
（資料上は次ページ）。



重点方針５重点方針６取組５
創発・共創によるＤＸ推進
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重点方針７ 住民情報系システム標準化
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